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令和４年　第１回３月定例会
（令和４年３月９日開会）

無電柱化推進計画事業
　高森駅周辺の町道は多くの町民等に利用されているが、路肩の電柱が

通行の妨げになるとともに、電柱・電線が景観上支障となっている。安

全で快適な通行空間と良好な景観を確保し、災害時の防災機能向上を図

るため無電柱化を実施する。（県道高森停車場線については県事業にて実施）

【計画路線】

①下町・昭和１号線　②下町・昭和２号線　③色見環状線

④高校西通線　⑤上在・昭和線　⑥高森駅前線　⑦駅前・下原線

　令和４年度は無電柱化詳細設計を実施予定

事業費 補助額 過疎債 交付税措置額 町の実質負担

5,000万円 3,135万円 1,860万円 1,302万円 563万円

国・県補助活用事業

前年対比 17億5,900万円増

70億8,300万円
令和４年度　一般会計予算

南阿蘇鉄道接続強化経費負担金
　アクセス利便性向上や南阿蘇地域への観光客誘致を目的に、南阿蘇鉄道のＪＲ豊肥本線肥後大津駅へ

の乗入れを目指す。

【事業内容】

　乗入れ実施に係る線路や信号設備等の工事費を国（1/3）、県（1/3）、南阿蘇村・高森町（1/6ずつ）

で負担する。（総事業費：3億9,590万円）

事業費 基金繰入額 町の負担

8,085万円 8,085万円 0円

南鉄復興応援基金活用事業

色見環状線

➡

完了（イメージ）

現状
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ふるさと応援学生寮整備事業

社会福祉協議会周辺及び横町子ども公園整備事業

南阿蘇鉄道高森駅周辺再開発事業

　令和５年４月に開講する高森高校漫画関連学科の生徒

や高森中学校剣道部など、町外などからの生徒を受け入

れるための町営男子寮を整備する。

【事業内容】

　旧高森高校寮を大規模改修し、42名の男子生徒を受

け入れ予定。

※今後、空調整備、備品購入等の事業費が追加予定。

　老朽空き家解体事業により空き地となり、所有者からの寄附等により町有地となった箇所を整備する。

【社協周辺整備】

　有事の際に車中避難等にも対応できる地域の防災拠点

として整備を行うとともに、横町子ども公園利用者の駐

車場としても利用する。

【横町子ども公園整備】

　子ども向けの遊具や遊歩道を設置し、地域の憩いの場

として再整備する。

【事業内容】

①駅周辺再開発第２期工事：2億6,550万円

　情報板整備、防災施設、緑化・照明整備など

②新駅舎工事：2億7,622万円

　新駅舎、管理業務委託、備品購入

③再開発整備エリア内の外構土木工事：2,200万円

　駅前広場、駐車場

事業費 ふるさと応援寄附金 町の負担

1億2,842万円 1億2,842万円 0円

事業費 ふるさと応援寄附金 町の負担

5,580万円 5,580万円 0円

事業費 補助額 ふるさと応援寄附金 町の負担

5億6,772万円 2億4,091万円 3億2,681万円 0円

ふるさと納税活用事業

旧高森高校学生寮

横町子ども公園

工事中の高森駅周辺
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※主に各事業の最終調整などによる減額補正

湧水トンネル公園にぎわい再生事業

高森高校「漫画関連学科」開講準備プロジェクト

　湧水トンネル賑わい再生検討委員会からの提言を受け、

最も集客が出来る観光スポットである湧水トンネル公園の

大幅なリニューアルを行うことにより、入園者数の増加な

どを目指す。

【事業費】

①トンネル外公園改修（設計・監理含）：2,260万円

②トンネル内部リニューアル：2,000万円

　高森高校に開講する漫画関連学科について、新入学生の確保対策及び学習・学校生活環境の整備に

着手し、町内外へ広くＰＲを行う。

【事業内容】

①漫画制作機材導入及び学習環境整備：2,474万円

②高森高校生徒募集ＰＲ用プロモーション動画制作：

	 300万円

③ふるさと応援女子学生寮設置：7,500万円

④高森高校第２グラウンド施設活用整備設計及び工事：

	 1億4,404万円

ふるさと納税活用事業

湧水トンネル公園

漫画関連学科開講ＰＲ

事業費 補助額 ふるさと応援寄附金 町の負担

4,260万円 2,000万円 2,260万円 0円

事業費 ふるさと応援寄附金 町の負担

2億4,678万円 2億4,678万円 0円

予算総額　90億161万8千円

4,175万7千円を減額
令和３年度一般会計補正予算（第15号）

◦マンガ家や編集者から直接指導でプロ
デビューのチャンス！
◦最新PCやペンタブレットで学べる！（校
内に専用PC室整備）
◦マンガ出版社コアミックスの第２本社（高
森町）でもマンガ制作活動が可能！
◦校内にデッサン室整備！



5 2022.５高森町議会だより

質
［
後
藤
三
治
議
員
］

片
山
・
下
山
線
道
路
整
備
事
業
に

つ
い
て
、
最
終
的
に
竹
田
市
に
つ
な
が
る

の
か
。

答
［
町
長
］

こ
の
計
画
は
、
当
初
竹
田
市
と
つ

な
ぐ
と
い
う
と
こ
ろ
で
ス
タ
ー
ト
し
た
わ

け
で
は
な
い
。
執
行
部
と
し
て
は
、
何
ら

か
の
形
で
つ
な
げ
る
努
力
を
や
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
［
芹
口
誓
彰
議
員
］

ど
う
い
っ
た
情
報
を
要
支
援
者
名

簿
に
記
載
す
る
の
か
。
ま
た
、
名
簿
の
管

理
方
法
に
つ
い
て
伺
う
。

答
［
住
民
福
祉
課
長
］

氏
名
、
性
別
、
電
話
番
号
、
避
難

経
路
な
ど
を
記
載
す
る
予
定
。
管
理
方
法

に
つ
い
て
は
、
個
人
情
報
を
守
る
た
め
関

係
機
関
と
十
分
協
議
し
て
い
く
。

質
［
立
山
広
滋
議
員
］

高
森
高
校
漫
画
関
連
学
科
開
講
準

備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
町
と
し
て

今
後
高
森
高
校
を
ど
の
よ
う
な
形
に
も
っ

て
い
く
の
か
町
長
の
所
見
を
伺
う
。

答
［
町
長
］

子
ど
も
た
ち
の
夢
を
実
現
す
る
た

め
に
、
中
長
期
的
に
環
境
整
備
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
。
最
終
的
に
は
、
現
在
の
生

徒
の
倍
も
し
く
は
そ
れ
以
上
の
目
標
に
向

け
て
進
め
て
い
く
。

質
［
後
藤
三
治
議
員
］

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
促
進

事
業
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
高
齢
者
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
作
っ
て
ど
う
活

用
し
て
い
く
の
か
、
必
要
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
［
住
民
福
祉
課
長
］

健
康
保
険
証
と
の
紐
付
け
が
始
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
銀
行
口
座
や
郵
便

局
口
座
な
ど
の
口
座
登
録
も
始
ま
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
国
の
給
付
金
な
ど
早
く
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
る
と
国
か
ら
説
明
を
受

け
て
い
る
。
ま
た
、
本
人
確
認
の
証
明
書

類
と
し
て
使
用
で
き
る
こ
と
か
ら
有
効
に

活
用
で
き
る
。

質
［
後
藤
三
治
議
員
］

車
両
免
許
返
納
者
へ
の
シ
ニ
ア
カ

ー
貸
し
出
し
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、
幅
広

く
利
用
促
進
は
で
き
な
い
か
。

答
［
町
長
］

シ
ニ
ア
カ
ー
の
利
用
に
関
し
て
、

町
と
し
て
は
最
大
限
緩
く
や
っ
て
い
る
。

外
出
機
会
と
交
通
弱
者
の
た
め
と
い
う
事
で
、

免
許
返
納
予
定
者
の
方
ま
で
拡
大
し
て
い
る
。

質
［
後
藤
巌
議
員
］

高
森
高
校
漫
画
関
連
学
科
の
環
境

整
備
に
つ
い
て
、
今
後
期
待
さ
れ
る
効
果

な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

答
［
町
長
］

夢
が
あ
る
県
立
高
校
、
地
元
南
郷

谷
に
必
要
な
高
森
高
校
と
い
う
と
こ
ろ
が
、

数
年
後
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

そ
し
て
、
将
来
過
疎
化
す
る
高
森
町
を
し

っ
か
り
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
人
材

に
育
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
と

こ
ろ
が
１
番
大
き
な
と
こ
ろ
と
考
え
て
い
る
。

質
［
津
留
智
幸
議
員
］

間
伐
材
流
通
経
費
の
一
部
助
成
に

お
い
て
、
出
荷
先
の
制
限
な
ど
は
あ
る
の
か
。

林
業
者
は
、
少
し
で
も
単
価
の
高
い
と
こ

ろ
に
出
荷
し
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
。

と
て
も
良
い
事
業
だ
と
思
う
の
で
、
周
知

を
徹
底
的
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
［
農
林
政
策
課
長
］

出
荷
先
と
し
て
限
定
は
な
い
と
い

う
情
報
を
得
て
い
る
。

令
和
４
年
３
月
定
例
会  

主
な
質
疑
応
答

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整

備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
８
号

令
和
４
年
度
高
森
町
一
般
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
27
号

高
森
町
避
難
行
動
要
支
援
者
名

簿
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

議
案
第
13
号

伐採状況
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一般質問

質･問

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振

興
策
の
財
源
確
保
を

ど
の
よ
う
に
行
う
か
。

総務
課長

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

金
や
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
金
を
活
用
す
る
。

質･問

阿
蘇
郡
内
の
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
普
及
を

目
的
に
多
額
の
寄
付
が
あ
っ

た
が
、具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

教育委員会
事務局長

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
と
連

携
し
た
取
り
組
み
の

経
験
を
も
と
に
プ
ロ

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル『
熊
本
ヴ

ォ
ル
タ
ー
ズ
』
と
連
携
協
定

を
結
び
、
指
導
者
の
派
遣
や

阿
蘇
ジ
ュ
ニ
ア
ユ
ー
ス
チ
ー

ム
の
ス
ク
ー
ル
を
展
開
す
る
。

質･問

少
子
高
齢
化
を
踏
ま

え
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興

策
の
対
象
者
を
町
民
だ
け
に

と
ど
め
ず
、
施
設
の
供
用
な

ど
阿
蘇
広
域
で
の
施
策
を
高

森
町
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

と
り
、
推
進
し
て
い
く
こ
と

は
出
来
な
い
か
。

町･長

阿
蘇
市
町
村
会
の
会

長
と
し
て
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
っ
て
い
く
が
、

阿
蘇
広
域
議
会
で
の
調
査
・

提
案
、
近
隣
議
会
と
の
議
論

な
ど
事
前
の
調
整
を
行
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

質･問

一
般
質
問
の
一
部
を

削
除
し
放
映
さ
れ
た

こ
と
に
つ
き
、
12
月
定
例
議

会
で
、
町
長
に
答
弁
を
求
め

た
と
こ
ろ
、「
編
集
や
削
除

の
指
示
は
し
て
い
な
い
。
議

長
及
び
議
会
運
営
委
員
会
で

判
断
さ
れ
た
。」
と
の
こ
と

か
ら
、
12
月
22
日
、
議
長
及

び
議
会
運
営
委
員
長
宛
、
書

面
で
回
答
を
求
め
た
。
議
会

か
ら
は
「
議
会
と
し
て
は
書

面
で
の
回
答
は
し
な
い
こ
と

に
決
定
。」と
の
報
告
を
受
け
、

１
月
24
日
、
面
会
で
の
回
答

を
求
め
た
と
こ
ろ
、「
町
長
の

答
弁
の
と
お
り
で
あ
る
。」こ

と
を
確
認
し
た
。
さ
ら
に
議

長
か
ら
は
、「
あ
な
た
が
一
般

質
問
で
個
人
名
を
出
さ
れ
た

議
員
さ
ん
か
ら
、
再
放
送
で
、

ま
た
個
人
名
が
出
て
く
る
の

に
抵
抗
が
あ
る
と
の
申
し
出

を
受
け
、
最
終
的
に
は
議
長

が
判
断
し
、
再
放
送
を
行
っ

た
。」
と
の
回
答
を
い
た
だ

い
た
。
そ
こ
で
、
ポ
イ
ン
ト

チ
ャ
ン
ネ
ル
放
送
責
任
者
で

あ
る
町
長
の
見
解
を
伺
う
。

町･長

議
会
運
営
委
員
会
で

最
終
的
に
判
断
し
た

と
い
う
と
こ
ろ
は
変
わ
り
な

い
。

　

２
元
代
表
制
議
会
の
あ
り

方
で
議
会
運
営
委
員
会
が
議

論
な
さ
れ
た
こ
と
を
、
真
摯

に
受
け
止
め
る
。

　

今
後
も
引
き
続
き
議
会
の

方
で
議
論
し
て
い
た
だ
い
て

放
送
に
関
す
る
こ
と
も
ア
ド

バ
イ
ス
を
い
た
だ
け
れ
ば
と

い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
。

３
人
の
熱
弁

津
留･

智
幸･

議
員

後
藤･

三
治･

議
員

「一般質問の削除は、議長が主導で行った事を確認」このことに対する町長の見解は

少子高齢化を踏まえた阿蘇広域での対策を

12月定例会一般質問回答の確認

スポーツ振興策

議論されたことを真摯に受け止める町　長

高森町がリーダーシップを担っていく町　長
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町政を問う

質･問

南
阿
蘇
鉄
道
利
用
客

の
二
次
交
通
利
用
推

進
策
は
。

政策推
進課長

高
森
駅
を
交
通
結
節

拠
点
と
し
て
整
備
を

し
て
機
能
強
化
を
図
り
、
地

域
住
民
や
観
光
客
な
ど
様
々

な
利
用
者
の
利
便
性
向
上
を

図
っ
て
い
く
。
南
阿
蘇
鉄
道

か
ら
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
へ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
進

め
、
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
見

直
し
を
地
域
公
共
交
通
会
議

等
で
協
議
し
て
い
く
。

質･問

観
光
客
の
利
用
や
維

持
費
を
考
え
れ
ば
南

阿
蘇
村
も
含
め
た
中
で
公
共

交
通
を
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
。
高
齢
者
の
外

出
機
会
の
創
出
を
考
え
る
な

ら
、
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
よ

り
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の
配

布
が
良
い
と
思
わ
れ
る
が
。

町･長

二
次
交
通
に
つ
い
て

は
、
地
元
住
民
の
方

と
観
光
客
が
使
い
勝
手
よ
く

一
体
型
で
利
用
す
る
の
が
良

い
と
思
う
が
現
実
上
ど
う
か

と
思
う
。
南
阿
蘇
鉄
道
の
予

測
と
し
て
25
万
人
以
上
の
乗

客
を
見
込
ん
で
お
り
、
ま
ず

は
各
々
に
充
実
を
図
り
評
価

に
繋
げ
て
い
こ
う
と
思
っ
て

い
る
。
南
阿
蘇
村
と
の
バ
ス

の
共
同
運
行
に
つ
い
て
は
互

い
の
町
村
の
利
便
性
向
上
、

コ
ス
ト
削
減
に
も
繋
が
っ
て

い
く
の
で
議
論
を
進
め
て
行

く
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

件
に
関
し
て
は
、
公
正
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
商
工
会
や

観
光
協
会
が
企
画
・
発
行
し
、

皆
さ
ん
が
使
っ
て
い
た
だ
く

よ
う
に
す
れ
ば
補
助
金
を
出

し
て
い
く
方
法
も
考
え
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
。
公
共
交

通
や
観
光
施
策
に
関
す
る
こ

と
を
担
っ
て
く
れ
る
ベ
ン
チ

ャ
ー
企
業
や
若
い
世
代
の
企

業
の
方
が
出
て
く
る
こ
と
で
、

よ
り
利
便
性
が
増
し
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

高森駅周辺整備事業

３
人
の
熱
弁

後
藤　

･

巌･

議
員

住民・観光客の利便性をそれぞれに充実させていく町　長

南阿蘇鉄道と二次交通のアクセス向上は

公共交通の現状と今後の運用
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☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
「
辺

地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
整
備
計
画

の
策
定
に
つ
い
て
」「
辺
地
に
係
る
公

共
的
施
設
の
整
備
計
画
の
変
更
に
つ

い
て
」「
高
森
町
課
設
置
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」「
高
森
町
消
防
団
の

定
員
、
任
免
、
給
与
、
服
務
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」「
高

森
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」「
令
和
３
年
度
高
森

町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」「
令

和
４
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予
算
に

つ
い
て
」
令
和
３
年
度
特
別
会
計
補

正
予
算
、
令
和
４
年
度
特
別
会
計
予

算
つ
い
て
担
当
者
か
ら
詳
細
に
説
明

を
受
け
審
議
し
た
結
果
、
す
べ
て
の

議
案
を
可
と
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
事
項
】

質

社
協
周
辺
整
備
事
業
で
境
界
が
区

切
っ
て
あ
り
隣
地
と
の
往
来
は
出
来

な
い
の
か
。

答

普
段
は
鉄
柱
バ
リ
ケ
ー
ド
で
往
来

不
可
に
す
る
が
、
緊
急
時
や
状
況
に

応
じ
て
変
更
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

質

地
域
お
こ
し
協
力
隊
独
立
補
助
金

の
活
用
状
況
は
。

答

令
和
４
年
度
は
鉄
道
に
関
す
る
飲

食
店
の
開
業
や
、
ハ
ー
ブ
蒸
留
所
の

建
設
・
商
品
化
な
ど
予
定
さ
れ
て
い
る
。

質

移
住
定
住
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て
。

答

町
全
域
の
空
き
家
調
査
を
実
施
し
、

計
画
の
策
定
や
協
議
会
設
立
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質

タ
ブ
レ
ッ
ト
図
書
館
の
端
末
レ
ン

タ
ル
方
法
は
。

答

役
場
や
各
出
張
所
な
ど
端
末
を
保

管
・
管
理
で
き
る
場
所
で
の
レ
ン
タ

ル
を
想
定
し
て
い
る
。
今
後
は
公
民

館
や
駅
舎
な
ど
の
公
共
施
設
で
の
レ

ン
タ
ル
体
制
を
構
築
し
た
い
。

質

高
森
高
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
県

か
ら
の
譲
渡
に
つ
い
て
。

答

県
財
産
審
議
会
を
経
て
県
議
会
に

お
い
て
審
議
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。

随
時
町
議
会
に
は
進
捗
状
況
を
報
告

す
る
。

質

５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
学
校
の
対
応
は
。

答

あ
く
ま
で
任
意
の
接
種
で
あ
り
保

護
者
を
含
め
た
家
庭
で
よ
く
話
し
合

っ
て
も
ら
い
、
学
校
で
も
接
種
の
有

無
に
関
わ
ら
ず
配
慮
を
し
て
い
く
。

質

学
校
給
食
の
献
立
に
天
草
産
の
水

産
物
を
提
供
し
て
は
。

答

天
草
・
高
森
横
軸
連
携
事
業
を
活

用
し
な
が
ら
相
互
の
特
産
物
交
流
を

検
討
し
た
い
。

総務文教常任委員会報告

高森町タブレット図書館開始式高森高校第２グラウンド

学校給食

空き家調査 社協周辺整備
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☆
会
期
中
の
委
員
会
審
議

　

委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
「
町
道
の

路
線
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
」「
町
道

の
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
」「
町
道
の

路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」「
高
森
町
避

難
行
動
要
支
援
者
名
簿
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」「
高
森
町
印
鑑

の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
」「
令
和
３
年
度

高
森
町
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
」

「
令
和
４
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予
算

に
つ
い
て
」
令
和
３
年
度
特
別
会
計

補
正
予
算
、
令
和
４
年
度
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て
、
担
当
者
よ
り
詳
細

に
説
明
を
受
け
審
議
し
た
結
果
、
付

託
さ
れ
た
す
べ
て
の
議
案
を
可
と
し
た
。

◎
高
森
町
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿

に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

　

本
件
は
災
害
対
策
基
本
法
の
一
部

改
正
を
受
け
、
個
別
避
難
計
画
の
策

定
が
努
力
義
務
と
な
っ
た
こ
と
に
よ

る
名
簿
作
成
に
関
す
る
条
例
制
定
で

あ
る
と
説
明
を
受
け
た
。

◦
名
簿
は
町
と
社
会
福
祉
協
議
会
が

作
成
す
る

◦
厳
重
な
名
簿
管
理
を
す
る

◦
運
用
の
際
は
関
係
機
関
と
協
議
を

行
う
こ
と

　

要
支
援
者
の
現
状
把
握
と
素
早
い

安
全
確
保
に
繋
が
る
条
例
制
定
で
あ

り
可
と
し
た
。

◎
令
和
３
年
度
高
森
町
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て

　

補
正
予
算
に
つ
い
て
は
事
業
確
定

な
ど
に
伴
う
補
助
金
・
負
担
金
の
減

額
が
主
で
あ
り
可
と
し
た
。

◎
令
和
４
年
度
高
森
町
一
般
会
計
予

算
に
つ
い
て

【
主
な
質
疑
応
答
】

質

高
森
町
橋
梁
長
寿
化
対
策
事
業
の

内
容
を
伺
う
。

答

当
町
に
あ
る
１
１
２
箇
所
の
橋
が

検
査
対
象
に
な
る
。
近
接
目
視
点
検

を
実
施
し
、
１
〜
４
の
数
字
判
定
を

す
る
。

　

危
険
度
は
４
が
最
高
で
３
以
上
の

判
定
に
な
っ
た
場
合
は
補
修
に
着
手

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
来
年
度
以

降
に
工
事
費
の
急
増
が
見
込
ま
れ
る

た
め
、
片
山
・
下
山
線
の
工
事
を
繰

り
上
げ
た
。

　

国
か
ら
の
補
助
金
と
過
疎
債
や
辺

地
債
を
使
い
、
一
般
財
源
か
ら
の
持

ち
出
し
を
極
力
減
ら
す
。

質

シ
ニ
ア
カ
ー
利
用
推
進
事
業
補
助

金
に
つ
い
て
伺
う
。

答

シ
ニ
ア
カ
ー
の
更
な
る
利
活
用
を

推
進
す
る
た
め
、
町
内
の
事
業
所
に

対
し
て
専
用
カ
ー
ポ
ー
ト
の
設
置
、

専
用
駐
車
場
の
整
備
、
電
源
設
備
の

設
置
な
ど
、
利
用
推
進
に
資
す
る
事

業
に
40
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
。

こ
れ
か
ら
は
運
転
免
許
証
の
返
納
や

独
居
高
齢
者
が
増
え
て
い
く
こ
と
も

想
定
さ
れ
、
外
出
機
会
の
創
出
を
更

に
推
進
し
て
い
く
。

質

農
地
集
積
促
進
事
業
補
助
金
に
つ

い
て
伺
う
。

答

現
在
も
、
口
頭
契
約
に
よ
る
農
地

の
貸
借
が
多
く
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

口
頭
契
約
で
は
国
の
施
策
に
対
応
が

で
き
な
い
点
が
あ
り
解
決
す
べ
き
課

題
と
な
っ
て

い
る
。
こ
の

口
頭
契
約
の

解
消
と
農
地

バ
ン
ク
の
利

用
促
進
を
推

進
す
る
た
め

に
創
設
し
た

補
助
金
で
あ

る
。

【
そ
の
他
】

質

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況

に
つ
い
て
。

答

令
和
４
年
３
月
７
日
時
点
で
１
回

目
接
種
が
91
・
８
％
、
２
回
目
接
種

が
91
・
２
％
、
3
回
目
に
つ
い
て
は

59
・
９
％
の
接
種
率
で
あ
る
。

　

５
歳
〜
11
歳
の
小
児
接
種
は
西
原

村
と
南
阿
蘇
村
と
の
合
同
で
の
集
団

接
種
を
考
え
て
い
る
。
小
児
科
医
の

確
保
な
ど
阿
蘇
郡
市
医
師
会
と
相
談

の
上
で
実
施
予
定
で
あ
る
。

産業厚生常任委員会報告

橋梁検査

シニアカー広報ＰＲ中

農地集積
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【支給対象者】

①住民税非課税世帯

②家計急変者

　新型コロナウイルス感染症の影響を受けて家計が急変し、①の世帯と同様の事情にあると認められ

る世帯。

【支給額】

　１世帯当たり10万円

　令和４年度に実施予定としていた調査を前倒して実施。

【事業内容】

　大字永野原の21字1.36k㎡を現地調査予定。

【今回予算化された理由】

　国の経済対策において、「迅速な災害復旧・復興、社会資本整備の基盤となる地籍調査の推進」が

組み込まれ、例年どおり当初予算で計上するよりも採択率が上がるため。

令和４年　第１回臨時会

令和４年　第２回臨時会

令和３年度一般会計補正予算（第13号）

令和３年度一般会計補正予算（第14号）

7億6,084万2千円を追加

3億8,483万6千円を追加

（令和４年１月12日開会）

（令和４年２月16日開会）

住民税非課税世帯等に対する臨時特別給付金事業

地籍調査事業

事業費 補助額 一般財源

1億3,300万円 1億3,300万円 0円

事業費 補助額 一般財源 交付税措置 実質負担

8,430万円 6,311万円 2,119万円 1,683万円 436万円

※主にふるさと応援寄附金の増額による補正

※主にふるさと応援寄附金の増額による補正
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町民の声
　25年間のサラリーマン生活終了後、平成10年に水稲栽培の後継者とし

て就農しました。当初は何も解らず、様々な失敗も経験しました。しかし

そのような時でも集落の方々より温かい指導や具体的なアドバイス等をい

ただくことが出来て助かりました。現在でも試行錯誤しながら営農してい

ます。

　最近は年を取ってからの労力に不安を覚え、農機具メーカーと連携した

『スマート農業』に取り組んでいます。コーティング種子の直播き、ドロー

ンを活用した除草剤散布、食味・水分・収量などのセンサーを搭載した機

械の導入など、長年の勘だけに頼らずデータに基づいた栽培を心掛け、次年度の参考にしています。

お陰様で品質重視の栽培が口コミにより各方面へと広がり、自動車販売会社の成約プレゼントとし

て採用されるなど、ネット環境を利用した販路拡大に繋がっています。

　世界情勢が不安定な昨今ですが、若い農業者の方々も様々なことにチャレンジして欲しいと思い

ます。

　今後はオリジナルブランド米の開発など、よき理解者でもある愛妻といたわり合いながら、80歳

代まで頑張っていこうと思います。

　また、集落あっての我が家。皆で話し合いながら楽しい日々を過ごしていきたいものです。

　新型コロナ感染でいろいろな行事が中止になり、それでなくても当地区

の催し物は衰退の一途になっています。現在は関係者の皆様方による懸命

の努力により、どうにか持ちこたえている状況です。何とか打開策を見い

だしたい処ですが、いかんせん町内最高齢地区であり、地元で従事出来る

職場も限られ若い人たちの定住が見込めません。だいぶ前になりますが北

九州から来た従姉妹が「余り静かすぎて眠れない」と言った事があります。

これから先は、こうした自然環境に恵まれた地の利を生かしネットで仕事

出来る会社など呼び込む事が出来ればと思います。以前の通信環境はパソ

コン通信から始まり電話回線を利用して、ちょっとしたダウンロードでも30分位かかっていました。

　その後ADSLなどブロードバンドが登場しましたが、高森地区は使えても野尻地区では相当後ま

で回線の延長はありませんでした。

　インターネットの普及で随分便利になりましたが、それでもページを開くのが遅くやっぱり僻地

は不自由するなとつくづく思いました。

　でも現在、草村町長の努力で高森町全体に光回線が張り巡らされ、ポイントチャンネルをはじめ

ネットもストレスなく見れます。こうした事を踏まえ、少しでもリモートワークの出来る人たちが

来てくれる事を期待しています。

津留　工さん
（高森・津留）

伊東　義昭さん
（野尻・小鶴）
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森林資源保護・自然保護のため、
本誌は再生紙を使用しています。

　４月17日～18日に高森町議会において牛深ハイ

ヤ祭りと天草市議会の視察研修を実施しました。天

草市議会のタブレット議会に関する取組みの紹介ほ

か、議会同士の横軸連携についても活発な意見交換

が行われました。

天草市を訪問しました

　「花はどこへいった」

　皆さまはこの歌を聴いたことはありますか。

　私はリレハンメルオリンピックの女子フィギュア

スケートでこの曲に乗せて、平和を願い演技した選

手の事が今でも印象に残っています。

　人間は戦争という愚かで残虐な行為をいつまで

繰り返すのか？

　人の繋がりを絶ち、財産を焼き尽くし、文化や遺

産を破壊する行為が一刻も早く終わる事を願ってい

ます。	 広報委員　後藤　巌
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議 会 事 務 局 職 員 紹 介
　４月の人事異動で議会事務局
長を命ぜられました荒牧久で
す。初めての部署と言う事で、
至らない点等あるかと存じます
が、円滑な議会運営の支援に努
めて参りますので、よろしくお
願いします。

　庶務係長の篠田江吏子です。
議会事務局の仕事は初めてです
が、議会が町民の皆様にとって
より身近なものとなるよう、業
務に取り組んで参りますので、
よろしくお願いします。


